
藤原宮第22次 (内裏)の調査

(昭和53年 3月 )

この調査は農業用倉庫の新築にともなう事前調査 として実施 した。調査地は

内裏内郭の東南隅に近接 した地域であると推定 され,内裏内郭を限 る施設か ,

あるいはそれに関連す る遺構の存在が予想 されていたところである。

調査の結果検出 した遺構は,掘立柱建物 3棟 ,掘立柱塀 2列 ,玉石組 の溝 1

条などである。 これ らの遺構 は,藤原宮造営前 (A期 )の ものと,藤原宮の時

期 (B期 )の もの とに分け られ る。 この うちB期 に属する遺構 については,そ

の重複関係か ら,3回 の造替があったことが確認できた。

A期 に属する遺構は,掘立柱建物 S B 2234が 1棟 ある。 S B 2234は ,梁行 2

間,桁行 4間以上の南北棟と考えられる。ただ南妻は,調査区域外にあって ,

検出できなかった。柱間は異行 1.9統 ,桁行 2.2駒 の等間である。

B期 の遺構は,前述 したように 3回 の造替がある。これをBI～B3の 3小期に

分けて述べることとする。 Bl期 には掘立柱建物 S B 2230が ある。 この建物は梨

行 5間 ,桁行 4間 以上で四面に廂

を もつ東西棟 と推定 され る。今回

の調査では東妻の果行 5間 分 と桁

行 4間 分を検出 した。 また建物の

西半分については調査区外にのび

ていることを確認 したにとどまっ

た。柱間寸法は身舎が 2.05続 (7

尺)等 間,廂 が 2.3η (8尺 )で

ある。身合の柱掘形は一辺1～ ■4

駒の方形で,出土 した柱根か らみ

て柱径 0,3η と考え られ る。 これ

に対 し廂では,柱掘形が一辺 0.6
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調査地全景 (北から)

～ 1紀 の方形で,柱 も径 0,15例 ほ

どと小 さくなっている。

B2期 には掘立柱塀 S A 2231が S

B2230を 廃 して建て られている。

これは柱間 2.93紀 (10尺 )等間の

東西塀で 3間 分検出 した。

B3期 では, S A 2231を とりは ら

った後,掘立柱塀 S A 2232と それ

にともなう玉石組の溝 S D 2233が

造 られている。 S A 2232も 柱間 2.97η (10尺 )等間の東西塀で,そ の北約 1紀

の ところに S D 2233が平行 して走 る。 この玉石組の溝は幅 0.6乳 で側石 も一部

残存 していた。

B期 に属す る遺構 としては,以上の他に, S D 2235。 S B 2236が ある。 SD

2235は 幅 1～ 1.3駒 の素掘 りの東西溝である。 S B 2236は 3.07/b(10尺 )等間

で並ぶ柱穴 2間 分を検出 した。ただ し建物規模,方位等は不明である。ただ S

B2230の 北廂 とは重複す るか ら,S B 2230よ り新 しい もの と認め られる。

今回の調査 は事前の緊急調査 として行われたため,期 間,面積等 に大きな制

約を うけたが,次 のような点を明 らかにす ることができた。まず第一には,藤

原宮内裏区域 において少 な くとも 3回 の造替が行われた ことが確認できたこと

である。 これまで藤原宮内の官衡地域,大極殿周辺の調査ではこのような造替

を柱穴の重複関係か ら確認 したことはない。 この点は将来における内裏区域の

調査 に対す る基礎的な資料 として大きな意味を もつ もの と考え られ る。第二に

は今回検出 した塀 S A 2231・ 2232は ともに内裏の南限を画す る施設ではないか

と推定 されることである。 この S A 2231・ 2232の 位置は大極殿をか こむ北回廊

のす ぐ北に接 してお り,内裏南限を限 る塀 とみてよいだろう。他方,内裏内郭

の東限を画す る南北塀 ない しそれに関連す る遺構は確認できなか った。従 って

藤原宮の内裏内郭の規模 については,な お今後検討すべき課題 として残 されて

いるのである。
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